
 
  平成 24 年 2 月 13 日 

各  位 

会 社 名  協同飼料株式会社 

代表者名  代表取締役社長   林  泰 正 

（コード番号 2052 東証第一部） 

問合せ先  執行役員経理部長  大 友   彰 

（ TEL. 045－461－5711 ） 

 

 

（訂正）「平成 22 年３月期 第２四半期決算短信」 

の一部訂正について 

 

当社は、本日付「過年度決算短信等の一部訂正に関するお知らせ」で開示いたしましたとおり、

過年度の決算を訂正することといたしました。 

このため、平成 21 年 10 月 30 日に発表いたしました「平成 22 年３月期 第２四半期決算短信」

の記載内容を訂正いたしましたのでお知らせいたします。 

訂正箇所が多数であるため、訂正前及び訂正後の全文をそれぞれ添付し、訂正箇所には下線  

を付して表示しております。 

 



［訂正前］ 
                                     (財)財務会計基準機構会員 
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平成 22 年 3 月期 第 2 四半期決算短信 

平成 21 年 10 月 30 日 

上 場 会 社 名        協同飼料株式会社                                       上場取引所 東 

コ ー ド 番 号         2052     ＵＲＬ http://www.kyodo-shiryo.co.jp/ 

代  表  者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）村井 弘一 

問合せ先責任者 （役職名）取締役経理部長 （氏名）大友  彰   ＴＥＬ 045-461-5711 

四半期報告書提出予定日 平成 21 年 11 月 12 日  

配当支払開始予定日   － 

（百万円未満切捨て） 

１．平成 22 年 3 月期第 2四半期の連結業績（平成 21 年 4月１日～平成 21 年 9 月 30 日） 
(1) 連結経営成績（累計）                                  （％表示は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高     営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％  百万円 ％  百万円 ％  百万円 ％  

22 年 3 月期第 2 四半期 
21 年 3 月期第 2 四半期 

58,397 
73,296 

△20.3 
－ 

1,280 
△402 

－ 
－ 

884 
△207 

－ 
－ 

365 
 △16 

－ 
－ 

 

 １株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後１株当たり四半期 

純利益 

  円 銭    円 銭  
22 年 3 月期第 2 四半期 

21 年 3 月期第 2 四半期 

3.68   

△0.16   

－ 

－ 

 

(2) 連結財政状態 

 総 資 産      純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円  百万円  ％  円  銭   

22 年 3 月期第 2 四半期 
21 年 3 月期 

45,698 
45,894 

13,235 
13,134 

29.0 
28.6 

133.06  
132.04  

（参考）自己資本  22 年 3 月期第 2 四半期 13,232 百万円  21 年 3 月期 13,131 百万円 
 
２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

 第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計 

  円 銭  円 銭  円 銭 円 銭   円 銭  

21 年３月期 － － － 3.00  3.00  
22 年３月期 － －    

22 年３月期 

（予想） 
  － 3.00  3.00  

（注）配当予想の当四半期における修正の有無 無 

 

３．平成 22 年３月期の連結業績予想（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日） 

                            （％表示は対前期増減率） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり当期 

純利益 

 百万円 ％  百万円 ％  百万円 ％  百万円 ％  円 銭 
通    期 125,000 △11.8  1,800 139.2 1,600 63.7 800 64.4 8.04 

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 無 
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４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無 
  新規 －社 （社名                   ）  除外 －社 （社名                              ） 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用     有 

 (注)詳細は、4 ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重 
要な事項等の変更に記載されるもの） 
① 会計基準等の改正に伴う変更 無 

② ①以外の変更 有 

 (注)詳細は、4 ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 
①期末発行済株式数(自己株式を含む) 22 年 3 月期第 2 四半期 103,995,636 株  21 年 3 月期 103,995,636 株 
②期末自己株式数 22 年 3月期第 2 四半期 4,547,327 株  21 年 3 月期 4,547,925 株 

③期中平均株式数(四半期連結累計期間) 22 年 3 月期第 2 四半期 99,448,148 株  21 年 3 月期第 2 四半期 99,449,984 株 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

(1) 平成 22 年 3 月期の連結業績予想は平成 21 年５月 12 日に公表したとおりです。 

(2) 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によ

って予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

 



当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日）のわが国経済は、昨年来の世

界経済の激変から、設備投資の減少と雇用情勢の悪化による個人消費の低迷が続き、いまだに大変厳し

い状況が続いています。 

飼料畜産業界におきましては、配合飼料の主要原料であるとうもろこしは、期の前半は高値で推移し

たものの後半は値を下げ、海上運賃も高位に推移いたしました。一方、外国為替市場は引き続き円高傾

向が継続しています。 

 畜産物につきましては、鶏卵・鶏肉・豚肉・牛肉相場とも期を通じていずれも低迷し、畜産生産者の

経営環境は厳しい状態が続いております。 

こうした環境にあって当社グループの販売数量は前年同期並みで推移しましたが、配合飼料価格は本

年１月に引き続き４月に大きく値下げしたことから７月は値上げしたものの、売上高は583億９千７百

万円（前年同期比20.3％減）となりました。一方、営業利益は12億８千万円（前年同期は４億２百万円

の営業損失）、経常利益は８億８千４百万円（前年同期は２億７百万円の経常損失）、当四半期純利益

は３億６千５百万円（前年同期は１千６百万円の四半期純損失）となりました。   

  

 事業別の状況は、以下の通りです。 

  

飼料事業 

飼料事業では、配合飼料の販売数量は前年同期並みで推移しました。売上高は本年４月に配合飼料

価格を値下げし、７月は値上げしましたが、前年同期比21.4％減の405億６千１百万円となりまし

た。しかしながら、営業利益は、配合飼料価格安定基金負担金の増加があったものの、16億５千６百

万円（前年同期比1,823.2％増）となりました。 

畜産物事業 

畜産物事業では、売上高は、豚肉や鶏卵を中心に畜産物相場が低位に推移したことから、前年同期

比17.7％減の178億３千５百万円となり、営業利益は１億２千６百万円（前年同期比0.8％増）となり

ました。 
  

(1) 資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期末の財政状況を前期末と比べますと、総資産は１億９千６百万円減少して456億９千８

百万円となり、一方、負債は長期借入金の返済等により２億９千７百万円減少して、324億６千２百万

円となりました。純資産は１億１百万円増加して132億３千５百万円となりました。 

 

(2) 連結キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当四半期純利益８

億５千７百万円や減価償却費４億９千２百万円等により、15億１千２百万円の収入となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、設備投資に伴う固定資産の取得４億１千万円等により、３

億５千４百万円の支出となりました。  

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済14億円、配当金支払２億９千８百万円等に

より、12億６千５百万円の支出となりました。 

 これらの結果、現金及び現金同等物期末残高は、５億１千２百万円となりました。 
  

平成22年３月期の連結業績予想は平成21年５月12日に公表したとおりです。 
  

  
  
  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。   

  

 ①一般債権の貸倒見積高の算定方法     

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しておりま

す。  

 ②繰延税金資産の算定方法     

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等及び一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。  

 ②税金費用の計算  

当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

1.会計基準等の改正に伴う変更 

 該当事項はありません。 

   

2.1以外の変更 
為替差額の計上方法について  

仕入取引に係る「為替差額」については、従来、営業外損益に計上しておりましたが、売上原価

をより適切に表示するため、当第１四半期連結会計期間より売上原価に含めて計上する方法に変更

しております。 

 これにより、従来の方法と比べ、当第２四半期連結累計期間の売上総利益及び営業利益がそれぞ

れ１百万円増加しております。なお、経常利益及び税金等調整前四半期純利益には影響はありませ

ん。 

 セグメント情報に与える影響については、当該箇所に記載しております。              
  

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 529 634

受取手形及び売掛金 20,695 20,625

商品及び製品 725 704

仕掛品 477 512

原材料及び貯蔵品 2,798 2,774

繰延税金資産 100 57

短期貸付金 349 339

その他 1,237 1,045

貸倒引当金 △42 △45

流動資産合計 26,870 26,647

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,151 2,195

機械装置及び運搬具（純額） 2,899 2,766

土地 2,692 2,718

建設仮勘定 27 101

その他（純額） 240 203

有形固定資産合計 8,011 7,985

無形固定資産

その他 324 325

無形固定資産合計 324 325

投資その他の資産

投資有価証券 3,781 3,762

長期貸付金 3,932 4,033

長期未収入金 4,449 4,174

破産更生債権等 545 541

繰延税金資産 2,440 2,523

その他 504 550

貸倒引当金 △5,162 △4,651

投資その他の資産合計 10,491 10,935

固定資産合計 18,827 19,246

資産合計 45,698 45,894
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,715 10,356

短期借入金 8,642 8,568

未払法人税等 394 132

賞与引当金 311 310

その他 3,139 3,131

流動負債合計 23,203 22,500

固定負債

長期借入金 7,768 8,702

退職給付引当金 1,212 1,220

役員退職慰労引当金 147 265

その他 130 71

固定負債合計 9,258 10,259

負債合計 32,462 32,760

純資産の部

株主資本

資本金 5,199 5,199

資本剰余金 4,947 4,947

利益剰余金 3,564 3,497

自己株式 △458 △458

株主資本合計 13,253 13,186

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7 △62

繰延ヘッジ損益 △28 6

評価・換算差額等合計 △21 △55

少数株主持分 3 3

純資産合計 13,235 13,134

負債純資産合計 45,698 45,894
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(2) 【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日

 至 平成21年９月30日)

売上高 73,296 58,397

売上原価 68,349 51,106

売上総利益 4,947 7,290

販売費及び一般管理費 5,349 6,009

営業利益 △402 1,280

営業外収益

受取利息及び配当金 76 48

持分法による投資利益 18 －

その他 391 113

営業外収益合計 486 162

営業外費用

支払利息 184 159

持分法による投資損失 － 91

その他 107 307

営業外費用合計 292 559

経常利益 △207 884

特別利益

貸倒引当金戻入額 238 －

特別利益合計 238 －

特別損失

固定資産評価損 77 26

特別損失合計 77 26

税金等調整前四半期純利益 △47 857

法人税等 △30 491

少数株主利益 0 0

四半期純利益 △16 365

協同飼料㈱（2052） 平成22年3月期 第２四半期決算短信

7



  

(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日

 至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 △47 857

減価償却費 440 492

引当金の増減額（△は減少） △278 382

持分法による投資損益（△は益） △18 91

売上債権の増減額（△は増加） △3,232 △512

たな卸資産の増減額（△は増加） △234 △10

仕入債務の増減額（△は減少） 4,068 359

法人税等の支払額 △233 △244

その他 △138 96

営業活動によるキャッシュ・フロー 324 1,512

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △251 △410

有形及び無形固定資産の売却による収入 4 3

投資有価証券の取得による支出 △4 △2

投資有価証券の売却による収入 0 10

短期貸付金の純増減額（△は増加） 113 △26

長期貸付けによる支出 △269 △88

長期貸付金の回収による収入 138 162

その他 △2 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △269 △354

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,795 △260

長期借入れによる収入 100 800

長期借入金の返済による支出 △1,570 △1,400

自己株式の売却による収入 － 0

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △299 △298

その他 0 △106

財務活動によるキャッシュ・フロー 25 △1,265

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 80 △107

現金及び現金同等物の期首残高 491 619

現金及び現金同等物の四半期末残高 571 512
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該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 
  
前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

   
（注）1．事業区分は、製品・商品の種類及び性質を考慮した売上集計区分によっております。 

 2．各事業の主要な製品・商品は下記のとおりであります。 

        飼料事業…鶏用・牛用・豚用・魚用飼料及びその他飼料等 

      畜産物事業…鶏卵・鶏肉・牛肉・豚肉・畜肉加工品及び加工卵等 

  
当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 
（注）1．事業区分は、製品・商品の種類及び性質を考慮した売上集計区分によっております。 

 2．各事業の主要な製品・商品は下記のとおりであります。 

        飼料事業…鶏用・牛用・豚用・魚用飼料及びその他飼料等 

      畜産物事業…鶏卵・鶏肉・牛肉・豚肉・畜肉加工品及び加工卵等 

 3. 仕入取引に係る「為替差額」については、従来、営業外損益に計上しておりましたが、当第１四半期連結会

計期間より、売上原価に含めて計上する方法に変更しております。これにより、飼料事業セグメントの営業

利益が１百万円増加しております。 

  

【所在地別セグメント情報】 

      本邦以外の国又は地域に所在する在外支店及び連結子会社がないため該当事項はありません。 

【海外売上高】 

     海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

飼料事業 
(百万円)

畜産物事業 
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

51,613 21,683 73,296 ― 73,296

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

17 ― 17 (17) ―

計 51,630 21,683 73,314 (17) 73,296

営業費用 51,544 21,558 73,103 596 73,699

営業利益(又は営業損失) 86 125 211 (614) (402)

飼料事業 
(百万円)

畜産物事業 
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

40,561 17,835 58,397 ― 58,397

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

18 ― 18 (18) ―

計 40,580 17,835 58,415 (18) 58,397

営業費用 38,924 17,709 56,633 482 57,116

営業利益(又は営業損失) 1,656 126 1,782 (501) 1,280

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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［訂正後］ 
                                     (財)財務会計基準機構会員 

1 

平成 22 年 3 月期 第 2 四半期決算短信 

平成 21 年 10 月 30 日 

上 場 会 社 名        協同飼料株式会社                                       上場取引所 東 

コ ー ド 番 号         2052     ＵＲＬ http://www.kyodo-shiryo.co.jp/ 

代  表  者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）村井 弘一 

問合せ先責任者 （役職名）取締役経理部長 （氏名）大友  彰   ＴＥＬ 045-461-5711 

四半期報告書提出予定日 平成 21 年 11 月 12 日  

配当支払開始予定日   － 

（百万円未満切捨て） 

１．平成 22 年 3 月期第 2四半期の連結業績（平成 21 年 4月１日～平成 21 年 9 月 30 日） 
(1) 連結経営成績（累計）                                  （％表示は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高     営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％  百万円 ％  百万円 ％  百万円 ％  

22 年 3 月期第 2 四半期 
21 年 3 月期第 2 四半期 

58,397 
73,296 

△20.3 
－ 

1,280 
△402 

－ 
－ 

884 
△207 

－ 
－ 

365 
 △16 

－ 
－ 

 

 １株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後１株当たり四半期 

純利益 

  円 銭    円 銭  
22 年 3 月期第 2 四半期 

21 年 3 月期第 2 四半期 

3.68   

△0.16   

－ 

－ 

 

(2) 連結財政状態 

 総 資 産      純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円  百万円  ％  円  銭   

22 年 3 月期第 2 四半期 
21 年 3 月期 

45,105 
45,302 

12,643 
12,541 

28.0 
27.7 

127.10  
126.08  

（参考）自己資本  22 年 3 月期第 2 四半期 12,639 百万円  21 年 3 月期 12,538 百万円 
 
２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

 第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計 

  円 銭  円 銭  円 銭 円 銭   円 銭  

21 年３月期 － － － 3.00  3.00  
22 年３月期 － －    

22 年３月期 

（予想） 
  － 3.00  3.00  

（注）配当予想の当四半期における修正の有無 無 

 

３．平成 22 年３月期の連結業績予想（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日） 

                            （％表示は対前期増減率） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり当期 

純利益 

 百万円 ％  百万円 ％  百万円 ％  百万円 ％  円 銭 
通    期 125,000 △11.8  1,800 139.2 1,600 63.7 800 64.4 8.04 

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 無 

 



 

2 

４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無 
  新規 －社 （社名                   ）  除外 －社 （社名                              ） 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用     有 

 (注)詳細は、4 ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重 
要な事項等の変更に記載されるもの） 
① 会計基準等の改正に伴う変更 無 

② ①以外の変更 有 

 (注)詳細は、4 ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 
①期末発行済株式数(自己株式を含む) 22 年 3 月期第 2 四半期 103,995,636 株  21 年 3 月期 103,995,636 株 
②期末自己株式数 22 年 3月期第 2 四半期 4,547,327 株  21 年 3 月期 4,547,925 株 

③期中平均株式数(四半期連結累計期間) 22 年 3 月期第 2 四半期 99,448,148 株  21 年 3 月期第 2 四半期 99,449,984 株 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

(1) 平成 22 年 3 月期の連結業績予想は平成 21 年５月 12 日に公表したとおりです。 

(2) 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によ

って予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

 



当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日）のわが国経済は、昨年来の世

界経済の激変から、設備投資の減少と雇用情勢の悪化による個人消費の低迷が続き、いまだに大変厳し

い状況が続いています。 

飼料畜産業界におきましては、配合飼料の主要原料であるとうもろこしは、期の前半は高値で推移し

たものの後半は値を下げ、海上運賃も高位に推移いたしました。一方、外国為替市場は引き続き円高傾

向が継続しています。 

 畜産物につきましては、鶏卵・鶏肉・豚肉・牛肉相場とも期を通じていずれも低迷し、畜産生産者の

経営環境は厳しい状態が続いております。 

こうした環境にあって当社グループの販売数量は前年同期並みで推移しましたが、配合飼料価格は本

年１月に引き続き４月に大きく値下げしたことから７月は値上げしたものの、売上高は583億９千７百

万円（前年同期比20.3％減）となりました。一方、営業利益は12億８千万円（前年同期は４億２百万円

の営業損失）、経常利益は８億８千４百万円（前年同期は２億７百万円の経常損失）、当四半期純利益

は３億６千５百万円（前年同期は１千６百万円の四半期純損失）となりました。   

  

 事業別の状況は、以下の通りです。 

  

飼料事業 

飼料事業では、配合飼料の販売数量は前年同期並みで推移しました。売上高は本年４月に配合飼料

価格を値下げし、７月は値上げしましたが、前年同期比21.4％減の405億６千１百万円となりまし

た。しかしながら、営業利益は、配合飼料価格安定基金負担金の増加があったものの、16億５千６百

万円（前年同期比1,823.2％増）となりました。 

畜産物事業 

畜産物事業では、売上高は、豚肉や鶏卵を中心に畜産物相場が低位に推移したことから、前年同期

比17.7％減の178億３千５百万円となり、営業利益は１億２千６百万円（前年同期比0.8％増）となり

ました。 
  

(1) 資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期末の財政状況を前期末と比べますと、総資産は１億９千６百万円減少して451億５百万

円となり、一方、負債は長期借入金の返済等により２億９千７百万円減少して、324億６千２百万円と

なりました。純資産は１億１百万円増加して126億４千３百万円となりました。 

 

(2) 連結キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当四半期純利益８

億５千７百万円や減価償却費４億９千２百万円等により、15億１千２百万円の収入となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、設備投資に伴う固定資産の取得４億１千万円等により、３

億５千４百万円の支出となりました。  

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済14億円、配当金支払２億９千８百万円等に

より、12億６千５百万円の支出となりました。 

 これらの結果、現金及び現金同等物期末残高は、５億１千２百万円となりました。 
  

平成22年３月期の連結業績予想は平成21年５月12日に公表したとおりです。 
  

  
  
  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。   

  

 ①一般債権の貸倒見積高の算定方法     

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しておりま

す。  

 ②繰延税金資産の算定方法     

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等及び一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。  

 ②税金費用の計算  

当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

1.会計基準等の改正に伴う変更 

 該当事項はありません。 

   

2.1以外の変更 
為替差額の計上方法について  

仕入取引に係る「為替差額」については、従来、営業外損益に計上しておりましたが、売上原価

をより適切に表示するため、当第１四半期連結会計期間より売上原価に含めて計上する方法に変更

しております。 

 これにより、従来の方法と比べ、当第２四半期連結累計期間の売上総利益及び営業利益がそれぞ

れ１百万円増加しております。なお、経常利益及び税金等調整前四半期純利益には影響はありませ

ん。 

 セグメント情報に与える影響については、当該箇所に記載しております。              
  

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 529 634

受取手形及び売掛金 20,695 20,625

商品及び製品 725 704

仕掛品 477 512

原材料及び貯蔵品 2,798 2,774

繰延税金資産 100 57

短期貸付金 349 339

その他 1,237 1,045

貸倒引当金 △42 △45

流動資産合計 26,870 26,647

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,151 2,195

機械装置及び運搬具（純額） 2,899 2,766

土地 2,692 2,718

建設仮勘定 27 101

その他（純額） 240 203

有形固定資産合計 8,011 7,985

無形固定資産

その他 324 325

無形固定資産合計 324 325

投資その他の資産

投資有価証券 3,781 3,762

長期貸付金 3,932 4,033

長期未収入金 4,449 4,174

破産更生債権等 545 541

繰延税金資産 2,851 2,935

その他 504 550

貸倒引当金 △6,166 △5,655

投資その他の資産合計 9,899 10,343

固定資産合計 18,235 18,654

資産合計 45,105 45,302
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,715 10,356

短期借入金 8,642 8,568

未払法人税等 394 132

賞与引当金 311 310

その他 3,139 3,131

流動負債合計 23,203 22,500

固定負債

長期借入金 7,768 8,702

退職給付引当金 1,212 1,220

役員退職慰労引当金 147 265

その他 130 71

固定負債合計 9,258 10,259

負債合計 32,462 32,760

純資産の部

株主資本

資本金 5,199 5,199

資本剰余金 4,947 4,947

利益剰余金 2,972 2,905

自己株式 △458 △458

株主資本合計 12,661 12,594

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7 △62

繰延ヘッジ損益 △28 6

評価・換算差額等合計 △21 △55

少数株主持分 3 3

純資産合計 12,643 12,541

負債純資産合計 45,105 45,302
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(2) 【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日

 至 平成21年９月30日)

売上高 73,296 58,397

売上原価 68,349 51,106

売上総利益 4,947 7,290

販売費及び一般管理費 5,349 6,009

営業利益 △402 1,280

営業外収益

受取利息及び配当金 76 48

持分法による投資利益 18 －

その他 391 113

営業外収益合計 486 162

営業外費用

支払利息 184 159

持分法による投資損失 － 91

その他 107 307

営業外費用合計 292 559

経常利益 △207 884

特別利益

貸倒引当金戻入額 238 －

特別利益合計 238 －

特別損失

固定資産評価損 77 26

特別損失合計 77 26

税金等調整前四半期純利益 △47 857

法人税等 △30 491

少数株主利益 0 0

四半期純利益 △16 365
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日

 至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 △47 857

減価償却費 440 492

引当金の増減額（△は減少） △278 382

持分法による投資損益（△は益） △18 91

売上債権の増減額（△は増加） △3,232 △512

たな卸資産の増減額（△は増加） △234 △10

仕入債務の増減額（△は減少） 4,068 359

法人税等の支払額 △233 △244

その他 △138 96

営業活動によるキャッシュ・フロー 324 1,512

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △251 △410

有形及び無形固定資産の売却による収入 4 3

投資有価証券の取得による支出 △4 △2

投資有価証券の売却による収入 0 10

短期貸付金の純増減額（△は増加） 113 △26

長期貸付けによる支出 △269 △88

長期貸付金の回収による収入 138 162

その他 △2 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △269 △354

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,795 △260

長期借入れによる収入 100 800

長期借入金の返済による支出 △1,570 △1,400

自己株式の売却による収入 － 0

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △299 △298

その他 0 △106

財務活動によるキャッシュ・フロー 25 △1,265

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 80 △107

現金及び現金同等物の期首残高 491 619

現金及び現金同等物の四半期末残高 571 512
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該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 
  
前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

   
（注）1．事業区分は、製品・商品の種類及び性質を考慮した売上集計区分によっております。 

 2．各事業の主要な製品・商品は下記のとおりであります。 

        飼料事業…鶏用・牛用・豚用・魚用飼料及びその他飼料等 

      畜産物事業…鶏卵・鶏肉・牛肉・豚肉・畜肉加工品及び加工卵等 

  
当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 
（注）1．事業区分は、製品・商品の種類及び性質を考慮した売上集計区分によっております。 

 2．各事業の主要な製品・商品は下記のとおりであります。 

        飼料事業…鶏用・牛用・豚用・魚用飼料及びその他飼料等 

      畜産物事業…鶏卵・鶏肉・牛肉・豚肉・畜肉加工品及び加工卵等 

 3. 仕入取引に係る「為替差額」については、従来、営業外損益に計上しておりましたが、当第１四半期連結会

計期間より、売上原価に含めて計上する方法に変更しております。これにより、飼料事業セグメントの営業

利益が１百万円増加しております。 

  

【所在地別セグメント情報】 

      本邦以外の国又は地域に所在する在外支店及び連結子会社がないため該当事項はありません。 

【海外売上高】 

     海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

飼料事業 
(百万円)

畜産物事業 
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

51,613 21,683 73,296 ― 73,296

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

17 ― 17 (17) ―

計 51,630 21,683 73,314 (17) 73,296

営業費用 51,544 21,558 73,103 596 73,699

営業利益(又は営業損失) 86 125 211 (614) (402)

飼料事業 
(百万円)

畜産物事業 
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

40,561 17,835 58,397 ― 58,397

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

18 ― 18 (18) ―

計 40,580 17,835 58,415 (18) 58,397

営業費用 38,924 17,709 56,633 482 57,116

営業利益(又は営業損失) 1,656 126 1,782 (501) 1,280

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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